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ロ  2008／4／10  88001  日本メドトロ  ヘパリン使用人工心肺用  ヘパリン  ブタ腸粘  中国  組成・構  有  無  無  E型肝炎  JVetMed2007；  佐賀県内の母豚、肥育牛、子牛、野生イノシシのE型  
ニック株式会社  回路システム  液  造  60：658－663   肝炎ウイルスの感染状況について明らかにするため、  

ヘパ1」ン使用大腿動静脈  血清、肝臓および大腸内容物について調査を実施し  
カニューレ  た。その結果、母豚22頭中1頭の大腸内容物および野  
ヘパリン使用人二心肺用  生イノシシ59頭中1頭の血清からHEVが検出された。  
貯血槽  遺伝子解析の結果、母豚由来のHEVは仙台および米  
へ／くリン使用単回使用遠  国のE聖肝炎患者由来のウイルスに最も類似してい  
心ポンプ  た。イノシシ由来のウイルスは国内肥育豚および海外  
ヘパリン使用体外式膜型  渡航歴の無い国内E型肝炎患者から検出されたウイ  
人工肺  ルスに最も類似していた。国内E型肝炎はズーノーシ  
ヘパリン使用大動脈力  スであり、また家畜のHEV感染源として野生動物の可  
ニューレ  能性が考えられた。  
ヘパリン使用大静脈力  
ニューレ  

E型肝炎  JMedViro12007；  
79：1138－1146   

HEVおよびHEVRNAについて検査した。57名中2名  
（3．5％）が高力価の抗HEV抗体を示し、1名でHEVRNA  
（BaliEO3－46）が検出された。ブタ101頭中58頭（57．4％）  
が抗HEV陽性で、5頭でHEVRNAが検出された。HEV  
は全てジェノタイプ4であった。ヒト由来の分離株はBali  
のブタ由来の分離株5例中4例と97．3－98．3％と高い相  
同性を示した。ブタがHEV宿主であることが示唆され  
た。  

Hepato12007；22：  

1236－1240   の結果、HEVIgGの血清陽性率は4％であった。原因不  
明の肝炎患者4名からHEV遺伝子型3が分離された  
が、全員高齢者であった。臨床および配列データから  
2名はヨーロッパで、他の2名はニュージーランドで感  
染したことが示唆された。NZでの感染例は日本由来  
のHEVと最も類似しており、NZブタ由来のHEVとの相  
同性はほとんどなかった。ブタ以外の保有宿主がNZ  
におけるHEVの感染源であることが示唆された。   
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lD  受寧月∴  ′軍号  潮岳章名   悩軒 

Chemother2007：  
18：71－74   ンフルエンザA（H5Nl）ワクチンを生成している。1918年  

のスペインインフルエンザ、1957年およぴ1968年の大  
流行に関する研究から、ウイルスがいかに敏速に突  
然変異し弱毒化し（症例致死率50％から開始）、感染性  
を高めうるかが示された。世界中で何百万人が死亡す  
る可能性がある。しかし、アウトブレイクの中心地への  
NIs、ワクチンおよび衛生措置を賢明かつ迅速に行うこ  
とによって伝播の連鎖を断つことができる。  

げられている。高病原性トリインフルエンザH5Nlウイ  
ルスにより何百万羽ものトリが死亡し、または殺処分  
となっただけでなく、ヒトを含むト」以外の宿主に感染  
しうる。トリにおける感染症については、単に家禽類に  
おける疾患の影響を排除・低減するのでなく、あらゆる  
区域からアジアH5Nl型ウイルスを根絶することを目的  

とした管理手段が必要である。  

インフルエン   C）inPharmacol  

ザ  Ther2007；82：  
638－641   場合、アウトブレイクの検出や、指導者、医療従事者、  

対応要員の保護に主力が注がれる。しかし、防御計  
画には養豚・養鶏業青も含まれるべきである。これら  
の業者を視野に入れなければ、流行時の発病率およ  
び死亡率の上昇だけでなく、新規ウイルス発生の可能  
性増大を招く恐れがある。  

インフルエン  

ザ   2007；13：1865－  
1870   エンザAウイルス（H3N2）が単離された。この農場のメ  

ンバー90名の内54名で同ウイルスに対する血清学的  

検査を行ったところ、54名中9名が陽性であった。ま  
た、ブタ10頭のうち1頭で血清腸性が明らかになった。  
ブタインフルエンザウイルス株は効率的にヒトからヒト  
へ伝染する形に適応または交雑することから、インフ  
ルエンザ流行への備えの一環として養豚者の定期的  
サーベイランスを検討すべきである。   
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2  2008／4／10  88002   壷   
ニック株式会社   造   60：658－663  

E土．ジく  JMedVlrO12007；  
79：1138－1146   

E土 ツく  JGastTOenterOI  
Hepato12007：22：  

1236－1240   

AntlVIrChem  
Chemother2007；  
18：71－74   

烏インフルエ  
ンザ   27：359－372   

インフルエン  
ザ   Ther2007：82：  

638－641   

インフルエン  

ザ   2007；13：1865－  

1870   

88003  トノウフ医科工  ヘハリン使用人工心肺用  ヘハリンナ  豚小腸粘  アメリカ  製造エ        アナフィラキ  FDA／CDERDrug  米国でBaxter社のヘパリン製剤でアレルギー反応の  

業株式会社  回路システム  トリウム  膜   合衆国  程  シーショック  Information2008  

ヘパリン使用大動脈力  年3月11日、  降自主回収を始めた。FDAによると、Baxter社の製剤  
ニューレ  FDA／Recal12008  
ヘパリン使用体外式膜型  年1月25日   が、副作用との因果関係は不明で、原因は特定され  
人工肺  ていない。Baxter社のヘパリンは中国で製造されてい  

る。   
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半に多くの血液成分の輸血を受けたが、非白血球除  
去赤血球1ユニットのドナーが供血17カ月後にvCJDを  
発症し、このレシピエントは輸血の8．5年後に発症し  
た。2006年に受け取った報告数はその前の6年間の  
サーベイランスで最も少なかった。  

felinc）の海綿状脳症（FSE）であると2007年9月6日に  
市当局は発表した。メスのチーター、しuluは1998年オ  
ランダで生まれ、15ケ月でドイツに来たが一時オランダ  
の戻り、その後Nuremberg動物園に来た。6週間前か  
らバランスの障害や後肢の衰えがあった。FSEは1990  
年に初めてBristoLVeterinarySchooLで確認された。  
BSEが種の壁を越えて伝播しうることが事実として示さ  

4／23ページ  
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ウイルス感染  養豚の友2007年  
10月号18－21   

をピークとして大きく減少したが、東北、関東、南九州  
という養豚主産地では常在化している。本病の豚ヘル  
ペスウイルス1はワクチンにより発症（死亡、死流産）  
は防げるが感染は防げない。対応策は浸潤地域での  
全頭ワクチン接種、清浄種豚の流通確保、繁殖豚の  
複数回ワクチン接種などとされる。   

4  2008／4／11  88004  テルモ株式会  膜聖人工肺   ヘパリン  豚小腸粘  米国、  組成・構  有  無  無  神経系障害  Minnesota   ミネソタ州保健局はオースチンのブタ処理施設Qu81ity  

社   人工心肺装置の付属品  膜   中国  造  Departr†1entOf  

（心内血吸引貯血槽）  Health／News  
人工心肺装置の付属品  Rete8Se2007年12  
（静脈貯血槽）  月3日   発症した。先週、更に入院中の1名を確認した。筋力  
人工心肺装置の付属品  の低下や感覚異常を特徴とし、炎症性神経疾患と思  
（人工心肺用貯血槽）  われる。死亡例はない。11症例はブタ頭部や臓器の  

人工心肺装置の付属品  処理場で働いていた。原因は特定されていない。  
（人工心肺用気泡除去器）  

人工心肺装置の付属品  
（血液ろ過器）  

滅菌済み心臓用チューブ  
及びカテーテル  
人工心肺用血液回路  
人工心肺用ポンプ  
人工心肺装置の付属品  
その他の血液回路（体外  

循環用血液ガス測定用セ  
ル）  

性神経障害と同定された。2006年11月から2007年11  
月にかけて、ブタ頭部処理に関わったヒトで発症した。  
原因は特定されていない。   
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た。彼らは手足の疲労感、麻痔および寝きといった炎  
症性神経症状の顕著な特徴を示した。ブタの中枢神  
経系が感染媒体である可能性がある。  

理場で働いていた。原因は特定されていない。  

パリン使用酸素飽和度  
ニタ付サーモダイリュー  
ョン用カテーテル   

と相同性が高かった。また、ノイラミニダーゼ遺伝 
よび内部遺伝子はヨーロッパのブタで循環してい 
イルスと関連性が見られた。   
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90名の内54名で同ウイルスに対する血清学的  
行ったところ、54名中9名が陽性であった。ま  

伝染する形に適応または交雑することから、インフ  
エンザ流行への備えの一環として養豚者の定期的  
ーベイランスを検討すべきである。   
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1D  襲撃甲  軍号′  ∴琴尊者名・・   

8  2008／5／9  88008  株式会社メディ  

コスヒラタ   
サキット  
ヘパリン使用心臓ヰ心循  ある。2008年1月28日現在、進行性炎症性神穫障害  
環系カテーテルガイドウイ  （PIN）症例は12例で、症状はブタ頭部処矧こ関わった  
ヤ（ヘパリン使用血管用  ヒトで発生した。原因は特定されていない。従業員500  
カテーテルガイドワイヤ）   名以上のブタ処理施設25ケ所を調査した結果、同様  

のブタ頭部処理装置を使用している施設は当該施  
設、ネブラスカおよびインジアナの施設の3ケ所であ  
り、インジアナの施設の従業員数名が同様の神経疾  
患を発症した。現在、この装置の使用は全て中止され  
ている。  

エ＝＝ンヤ  3T3－J2．  

パン・ティツ  胞   ス全胎児   
シュ・エンジニ  用した  
アリング   動物の  

細胞株   

10  2008／5／27  88010  株式会社ンヤ  ヒト自家移植組織   ウン胎児血  ウシ胎児  オースト  製造エ  有  無  無  細菌感染  動物衛生研究成  これまでFacklamiaはヒトの臨床材料から分離されると  
パン・ティツ  こ王 ノ日   の血液  ラリア、  果情報2006年6  
シュ・エンジニ  ＿ユ‾  号45－46   

、ヾ■一一ヽ ン‾フノ  
sourekiを分離した。ヒト以外の動物からの初めての分  

アリング  離例である。  
ド   

細菌感染  JVetMedSci  
2006；68：1225－  

1227   れ、．16SrRNA遺伝子配列分析によってFacklamia  

sourekiiと同定された。この分離株の生化学的および  
培養特性はF．sourekii基準株とよく一致していた。今ま  
で報告されたF．sourekii株は全てヒトの臨床材料由来  
であり、今回初めて家畜からも分離されることが明ら  
かとなった。   

皿    88011   

ご主  シュ・エンジニ  
／日  ＿ユ‾  号45→46  

アリング  ジーラン  

ド  

9／23ページ   



tD  学理月  番号  報告者名  十昧各  

2006：68：1225－  

1227   

ン′ノ  卒   
パン・ティツ  
シュ・エンジニ  

ナダ   

アリング  

ン′ 子   坦  
パン・ティツ  

（トリプシン  ＿ユー  
シュ・エンジニ  、す－ヽ ン‾フ＿′  

果情報2006年6  
及びディス  号45－46   

アリング  パーゼの  ド  

製造工程  
で使用）  

Iじ、  JVetMedScl  
2006：68：1225－  

1227   

／  

株式会社   回路システム  粘膜  程  

一／   

メディカル株式  膜  造  
会社   

フ  

フサイエンス株  膜   膜   ナダ   
式会社   

エ小    一 日    小    】且エ          PIGPROGRESS  オランダ食品消費者製品安全局（WA）によって行わ  
株式会社  膜聖人工肺  膜  程  2008年3月5日  

人工心肺装置の付属品  バクテリア『MRSA』によって汚染されていて、MRSA症  
ヘパリン使用人二心月ホ用  例の84％に、ブタ、子牛と家畜農民に影響を及ぼす  
除泡器  nt－MRSA（型のないMRSA）が存在していることが分  

かった。また、動物保健衛生当局は、養豚場の50％の  
ブタがそのバクテリアに感染していることを確認した。  
ウシにおける感染レベルは調査中である。   
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細菌感染  AASV2008年3月  
6日   ている抗生物質抵抗性細菌が、デンマークでヒトとブ  

タを殺している。その細菌は2003年以降デンマークで  
350人以上を感染させ、数人の癌と肝疾患患者の死亡  
に関係したと、コペンハーゲンポストが報じた。デン  
マークの保健当局はその細菌がブタを通してヒトに伝  
播していると言っているが、感染した肉を食べていな  
い農民と獣医がどのように感染しているかについては  
よく分っていない。  

狂犬病   0IE2008年3月6  
日   発生日2007年10月6日、最初の確定日2007年10  

月30日、報告日2008年3月6日、0IE受領日2008年  
3月7日、新たなアウトブレイクが2008年3月1日と2008  
年3月3日に発生し、ウシ3頭、ブタ1頭の感染が確認さ  
れ、すべて死亡した。病気の起源は吸血性コウモリに  
関連した狂犬病である。  

ブドウ球菌感  
染   2008年5月6日   

院細菌」に感染していると、発表した。Nor廿1Rhine  
Westphalia州で検査された40の養豚場のうち28で、そ  
してブタの70％で検出された。その菌は、ヒトからブタに  
感染すると思われるので、養豚家が実際はキャリアで  
あると推測されている。オランダの研究は、ウシもまた  
この細菌に影響を受けることを示した。当局は、消費  
者に、伝染を防ぐために肉を完全に調理するように忠  
告している。  

PIGPROGRESS  
2008年5月6日   

院細菌」に感染していると、発表した。NorthRhine  
Westphalia州で検査された40の養豚場のうち28で、そ  
してブタの70％で検出された。感染しているブタは健康  
であった。当局は、消費者に、伝染を防ぐために肉を  
完全に調理するように忠告している。2003年にオラン  
ダの養豚場でMRSAが拡がっていることが明らかと  
なった後、検査が命令されている。   
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